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中国電力株式会社



 
１．島根原子力発電所における燃料の変遷 
 
ＭＯＸ燃料の燃焼能力(燃焼度等)は，これまでのウラン燃料の範囲内 
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装荷時期（年）装荷時期（年）
 
島根 2号機取替燃料 平均濃縮度度 最高燃焼度 目標取出平均燃焼度 

9×9 約 3.7wt％ 55GWd/t 45GWd/t 

高燃焼度 8×8 約 3.4wt％ 50GWd/t 39.5GWd/t 

新型 8×8ジルコニウ

ムライナ 

約 3.0wt％ 40GWd/t 33GWd/t 

MOX 燃料 ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ含有率 40GWd/t 33GWd/t 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約 2.9～5.8wt% 
(濃縮度約 3.0wt％の
ウラン燃料相当) 

炉心燃料構成
(全５６０体)

タイプ

年   度 昭和 平成
62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

燃料

９×９(５２０体）

新型８×８
(５６４体） 高燃焼度８×８(７９２体）

新型８×８ｼﾞﾙｺﾆｳﾑﾗｲﾅ
　　　　　(６０４体）

新型８×８ 高燃焼度８×８ ９×９新型８×８ｼﾞﾙｺﾆｳﾑﾗｲﾅ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11サイクル
運転状況

12 13
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２．安全確保の考え方と周辺環境への影響 
（１）原子力施設の安全確保の基本 

人々に放射線による悪影響を及ぼさないこと。 
 

（２）原子力発電所での放射性物質の発生過程 
・ 燃料のウランやプルトニウムが核分裂した結果，別の放射性物質(核分裂
生成物)に変わる。 
※核分裂生成物：強い放射能を持ち，放射性物質を管理する上で一番重

要視 
・ 原子炉圧力容器内の物質が，中性子によって放射化して放射性物質に変

わる。 
 

（３）核分裂生成物の閉じ込め。 

ガス状のもの：・希ガス（キセノン，クリプトンなど）

       ・ヨウ素 粒子状の放射性物質(Ｐｕ，ウラン含)

【燃料破損を伴う事故時】 

【通常運転時は，燃料棒内に閉じ込め】 
・ 核分裂生成物の発生場所はペレット内部であり，大部分の核分裂生成物は陶器状

に焼き固めたペレットの中に留まる。 
・ 核分裂生成物の中にはガス状のもの(ＦＰがス)がある。このＦＰガスの一部はペレ
ット外部に放出されるが，燃料棒の被覆管は気密に作られているため，燃料棒の

外には出ない。 

 
 

格納容器内に閉じ込められる

ウラン燃料炉心とＭＯＸ燃料炉心では

希ガスやヨウ素の炉内蓄積量に多少の

相違はあるが，周辺環境への影響は同等

事故時の周辺環境への影響を評価 

注）通常運転時の周辺環境への影響は，燃料棒から希ガス，ヨウ素がある程度

放出されていると仮定して評価している。 
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３．燃料集合体からの放射線量（ウラン燃料とＭＯＸ燃料の比較） 
・使用前のＭＯＸ燃料はウラン燃料に比べ放射線量が数十倍高く，取扱に注意

が必要 
 

発電所作業員とＭＯＸ燃料との距離の確保，しゃへいにより適切に取扱 
 
・使用後の放射線量は同等 
※ 核分裂生成物から放出される放射線によるもの 

 
燃料表面の線量当量率（mSv/h） 

 使用前 使用後 

ウラン燃料 0.04 1.9×107

ＭＯＸ燃料 2.7 1.8×107

 
 
 

以 上 
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